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ぜひ、急いで私のところに来てください。デマスはこの世を愛し、私を見捨ててテサロ

ニケに行ってしまい、クレスケンスはガラテヤに、テトスはダルマティアに行ったからで

す。ルカだけが私のところにいます。マルコを連れて、一緒に来てください。彼は私の務

めのために役に立つからです。私はティキコをエフェソに遣わしました。あなたが来ると

きには、トロアスのカルポのところに私が置いてきた外套を持って来てください。また書

物、とりわけ羊皮紙のものを持って来てください。銅細工師アレクサンドロは私にひどい

仕打ちをしました。その仕業に応じて、主が彼に報いてくださることでしょう。あなたも

彼には用心しなさい。彼は私たちの言葉に激しく逆らったからです。私の最初の弁明の際

には、誰も助けてくれず、皆私を見捨てました。どうか、そのことで彼らが責められるこ

とがありませんように。しかし、主はそばにいて、私を強めてくださいました。それは、

私を通して福音があまねく宣べ伝えられ、すべての民族がそれを聞くようになるためです。

そして、私は獅子の口から助け出されました。主は私を、あらゆる悪い行いから助け出し、

天の御国へと救い入れてくださるでしょう。栄光が主に世々限りなくありますように、ア

ーメン。プリスカとアキラに、そしてオネシフォロの家族によろしく。エラストはコリン

トにとどまりました。トロフィモは病気だったので、ミレトスに残しました。冬になる前

にぜひ来てください。エウブロ、プデンス、リノス、クラウディア、またすべてのきょう

だいがあなたによろしくと言っています。主があなたの霊と共におられますように。恵み

があなたがたと共にありますように。（Ⅱテモテ 4:9 ～ 22） 

 

上記のような具体的な挨拶と指示を書けるのは本人しかなく、筆者はパウロ自身ではな

いかと思われるが、史的事実を確かめる術はない。この時、パウロはローマにルカと二人

だけでいると思われる。デマスはパウロを見捨ててテサロニケに行った。クレスケンスは

ガラテヤに、テトスはダルマティアに行き、ティキコはエフェソに遣わした。パウロはエ

フェソにいるテモテに急いで来てほしいと願っている。来る時には、私の務めをよく助け

てくれたマルコを連れて来てほしい。また、私がトロアスのカルポのところに置いてきた

外套、また書物、特に羊皮紙のものを持って来てほしいと言う。私たちの言葉に激しく反

対し、私を苦しめた銅細工師アレクサンドロには用心しなさい。主は、その仕業に応じて

彼に報われるであろう。私の最初の弁明の時には、誰も助けず、皆私を見捨てた。しかし、

その責めが彼らに負わされないように祈る。誰からも助けてもらえなかったが、主が強め

てくださった。私を通して福音があまねく宣べ伝えられ、すべての民族がそれを聞くよう

になるために、主は私の傍にいて力づけ、危険な獅子の口から助け出された。主は私を全

ての悪い行いから助け出し、天にある御自分の国へ救い入れてくださる。そして「主に栄

光が世々限りなくありますように、アーメン」と賛美している。著者は最後に、親しい弟

子たちへの挨拶と、弟子たちの消息を伝えている。プリスカとアキラに、そしてオネシフ

ォロの家族によろしく。エラストはコリントに留まり、トロフィモは病気なのでミレトス

に残してきた。エウブロ、プデンス、リノス、クラウディア、およびすべてのきょうだい

からのよろしくとの挨拶を記している。テモテに冬になる前に来てほしいと願い、彼への

「主があなたの霊と共におられますように。恵みがあなたがたと共にありますように」と

いう祝祷を送っている。心の通う暖かい協力、そして痛々しい離反の状況も伝えている。 


